
昔の「免許状」を集めてみました。

一時期申請者に書かせる項目が

ありましたが、現在は、

コンピュータにより印刷です。
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近々に新に変わるとのこと。
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さらに、各種型式を一括して

表記されるとのことです。 )

無線局免職状

蒜貌〃月J左 許諾5728毎 

誤読′旬鴫彊茸 警擬しi壌海路鵬 
鼻音露人

寸付足し書ノ授鎖蚤クラブ、 

鱒薗玲あ 余人 
〃●●●●〃 劇睨め 
アマチ"プ乃 アマチュア濡徳用 

書館の細事京 

___臆÷マチ"ア局 
章 節1夢∵嘱 

アマダ〃ア乗務に1圃すら抽 

敬政農の測聞峨(則構調血)瞳上 金田 

補即鴎稜娩留社手駒つ-7 

電敬の国嚢食〇一’ 三二藤岬 
A重F3 l◆n置c 

F容 41e贈c 

動舵醜聞
÷檎∴前 

釦音∴∴∴右 

昭和多重,′嵐山名

田邦晴渡監理局

無 線 局 免 許 状 呼出符号 JAIγβ負 

氏 名 

」4尺し種類碇クラゲ∴蝕 克各人 
免蹄の番号 璃月努∫?之か年号 

細漢細職) 細り 書棚吊 続編貸方土師オ?璃村方 
」免鷲朗 腰細鎚孝Ilβ圭的 

免鶉拙 ∫!年子Iβお宙まで 

畦上 無線局の目的 アマチェア菜海風 通信箪敬 アマ千旦ア業務に関する秘境 

宰弓 ア マ チ ュ ア 局 適格の相手方 アマチュ ア局 幣髄 篤∴∴∴鴫 
・・、一、・ 〇e項・ " 

屯渡の 
.剥百聞“∴∴∴∴駈 

音 く寄‾‾▼ノ岬鶏口ふ ▼ナ脚′岬○○■轟‾‾‾i.’-‾‾- ‾- 

3.約〇M翻伍までの屯波を受信する 
7 050雷照雪 

駐練設備の連用疋勅書を争えない 

型式・ 周波数 ・空中 線磁力 

官 

21 A雷∴∴p3 

南I慮 

22軟取 

締 

場合に限る。 

昭和血繕浄有閑萬醸 
餌 東電波登駿馬’配籠 

填蚤箋 

141



JA「O!佐藤さんの昭和2 8年から5年間有効の無線従事者免許証

大きさ縦16cm横11cm 英文も認識されている。

館
D
工
二
心
へ
号

嶺
線
徒
掌
考
免
靖
駈

㌧
占

‖
・

i
、

無

音
高

大
詰
十

二
か
響

き
二
へ
甘
食

見本
くm●・1.叫・)

耽.班皿タ8 し重C量NSE

詰1…却山鳥鴻....-…

破調の∴抽勧,孟針.古瀬

重も ….相投●.よね.賊欝

調血も賀田呼出鴫、心血録か馳榔○呼的,

観討執鳩趨蘭画旗血種面重めen轟調髄卸心

髄鳩髄8蘭や堪鴫o一雄d離職両や田並出血

鴎璃d心中田地場裏筒賀c露鴎同的種鴫

露車種.点l鳩あ.約ふ.え翰.

汀即子宮、OS丁へI

涯

憲

掌

編

∵

轟
電
照
麟
缶
轟
雄
雌
蜜
い
.

支

格

鄭

重
壷
ア
マ
チ
ュ
ア
黛
線
技
士

左のハカキは、 JA「°l佐藤さん宛に来た

定期検査の通知。

同じ横須賀に在住の方々を指定して、

お互いに連絡を取りあって欲しいと

書いてある。

現在は、定期検査について法律には
あるが、実施されていないようです。
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